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▲豊かな自然を守るため、一人ひとりが行動を
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（
素
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ま
の
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
次
日
野
市
環
境
基

本
計
画
（
素
案
）
は
、
市
役
所
３

階
環
境
保
全
課
、
七
生
支
所
、
市

内
各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で　

月
１
日　

か
ら
ご
覧
に
な
れ

１１

（月）

ま
す
。

■申
 
　

月
１
日　

〜　

日　

に
封
書
、

１１

（月）

１５

（月）

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
ご

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
■問
 

〒　

－

８
６
８
６
日
野

１９１

市
役
所
環
境
保
全
課
（
�　

・
４

５８３

４
８
３
�k

an
k
y
o@
city
.h
i

no.lg.jp

）

　

第
２
次
日
野
市
環
境
基
本
計
画

は
、
公
募
市
民
と
市
職
員
か
ら
な

る
策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
現
在
ま
で　

回

１１

１１

の
会
議
を
重
ね
、
理
想
と
す
る　
１０

年
後
の
日
野
市
像
を
描
き
な
が
ら
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
整
理
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
は
、
「
ま
ず
始
め

て
み
よ
う
！
一
人
ひ
と
り
が
出
来

る
こ
と
か
ら
行
動
し
、
そ
の
行
動

を
地
域
に
広
め
、
継
続
し
た
行
動

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
」
を
目
指

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
計

画
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
行
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
重
点
に
置
い

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
（
２
０
２
０
年
）
ま

３２

で
の　

年
間
で
、
市
民
・
事
業
者

１０

・
行
政
が
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

行
動
し
、
協
働
に
よ
り
日
野
市
の

環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、

第
２
次
日
野
市
環
境
基
本
計
画

　

第
２
次
日
野
市
環
境
基
本
計
画

（
素
案
）の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日　

午
後
１
時
〜
４
時

１０

３１

（日）

　

分
■場
 

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
※

３０直
接
会
場
へ
■内
 

第
１
部
…
策
定
の

経
緯
、
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
、
計
画

推
進
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
、

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
か
ら
各
分
野
ご
と
（
緑
、
水
、

Ｃ
Ｏ
２

、
ご
み
、
生
活
環
境
な
ど
）

の
発
表
。
第
２
部
…
交
流
会
（
第

２
次
環
境
基
本
計
画
（
素
案
）
に

対
す
る
意
見
交
換
）

　

平
成　

年
の
世
界
金
融
危
機
以

２０

来
、
日
野
市
の
市
税
収
入
は
法
人

市
民
税
を
中
心
に
大
き
く
落
ち
込

み
、
平
成　

年
度
は
、
７
年
ぶ
り

２２

に
普
通
地
方
交
付
税
の
交
付
団
体

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
を
見
る
と
、
少
子

超
高
齢
社
会
が
進
み
、
社
会
保
障

関
係
経
費
な
ど
の
増
大
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は

市
が
所
有
す
る
建
物
や
道
路
、
下

水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
維
持
修

繕
、
更
新
な
ど
に
多
大
な
金
額
が

か
か
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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中
間
報
告
で
出
さ
れ
た
改
革
項

目
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
第
４
次
行

革
大
綱
素
案
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
中
間
報
告
の
詳
細
は
、

市
政
図
書
室
、
七
生
支
所
、
市
内

各
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■申
 
　

月
５
日　

ま
で
に
封
書
、
Ｆ

１１

（金）

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
ご
意

見
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
■問
 

〒　

－

８
６
８
６
日
野
市

１９１

役
所
行
政
管
理
チ
ー
ム
（
�　

・
５８１

２
５
１
６
�tok

k
u
@
city
.h
i

no.lg.jp

）

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
改
革
を

推
進
し
、
将
来
の
世
代
に
受
け
渡

せ
る
確
か
な
行
政
運
営
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
第
３
次
行
財

政
改
革
大
綱
で
は
、
民
間
委
託
化

の
推
進
な
ど
に
よ
り
職
員
定
数
の

　

人
純
減
（
平
成　

年
４
月
１
日

１５５

２２

現
在
）
や
、
給
与
の
適
正
化
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
３
次
行
革
が
平
成　

年
２２

度
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成

　

〜　

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

２３

２８

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
公
募

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
第
４
次
行
革
中
間
報
告

は
、
行
政
、
財
政
、
人
事
給
与
の

３
部
会
に
分
か
れ
、
第
３
次
行
革

大
綱
の
考
え
方
を
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
新
た
な

視
点
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
な
市
を
取
り
巻
く
厳

し
い
財
政
環
境
の
も
と
、
市
で
は

行
財
政
改
革
大
綱
に
よ
り
、
市
民

　

そ
れ
ぞ
れ
３
部
会
の
基
本
的
な

考
え
方
と
改
革
事
例
の
概
要
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

人事給与部会財政部会行政部会

●● 市民の満足度・納得度を
向上出来る人材育成
●● スリムで機能的な組織を
つくる
●● 適正な定員管理と給与水
準の適正化
●● 労働環境（職場環境）を
整備する

●● 確実な収入強化を図る
●● 創意工夫による財源確保
●● 積極的な財源確保
●● 歳出削減を図る
●● 適切な財政運営を行う

●● 改革は市民サービス向上を基本と
する
●● あらゆる分野で民間委託などを推
進する
●● 業務改善を行い、効率的な行政運
営を進める（改善目標）
●● 公共施設の計画的な更新や改修を
行う
●● 「公民協働」による新しい公共を
創造する
●● 徹底した目標管理による事業検証
を行う
●● 第３次行革の未達成改革項目を原
則引き継ぐ

基
本
的
な
考
え
方

●● 人材育成基本方針に基づ
き職員の能力開発を図る
●● 人事評価の結果を適正に
人事管理に反映し、効果
的に機能する組織運営を
図る
●● 事務分析を実施し、最も
効果的に機能する組織の
構築を図る
●● 職員適正化計画を策定
し、退職者不補充で正規
職員数１００人の削減を図
る
●● 人事院及び東京都人事委
員会勧告に準じ、民間給
与水準を反映した適正な
給与改定を実施する
●● 仕事と生活の調和（ワー
クライフバランス）を図
る

●● 市税の現年徴収率９９％を
目指す

●● 使用料、手数料の算出根
拠は、説明責任として料
金算定時に明確にする

●● 市への寄附金を取り扱う
窓口や方法について、広
報などによりＰＲする

●● 法定外公共物（青道、赤
道）の早期売却を図る

●● 慣例的な補助金の交付や
申請形態の見直しなど、
ゼロベースでの組織的な
見直しシステムを検討す
る

●● 公債費負担比率を７．５％
以下にする

●● 持続可能な財政運営を図
るため、財政計画を策定
する

●● 子どもの見守りは地域主導で行う
仕組みとする
●● 「ひのっち」を魅力あるものにし、
学童クラブのあり方を再検討する
●● 公立幼稚園の役割の重要性を踏ま
え、子ども人口や民間幼稚園の状
況を見て公立幼稚園の統合を進め
る
●● 近隣自治体や民間施設と連携し
て、市域を超えた観光開発を行う
●● 給付型の施策から健康施策への転
換を図る
●● 公営住宅の今後のあり方を検討す
る
●● 市立病院の経営健全化を進める
●● 公共施設白書を作成する
●● 計画的に施設改修を行う

改
革
事
例

■問行行政政管管理理チチーームム
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